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心の輪
広島・佐伯　百合子
　社会を明るくする運動ってなんだろう。法務省のホームページで調べてみました。すると、犯罪や非行をなくすためには、取締りを強化して、罪を犯した人を処罰することも必要なことだけれども、立ち直ろうと決意した人を社会で受け入れていくことや、犯罪や非行をする人を生み出さない家庭や地域づくりをすることもまた、とても大切なことと書いてありました。悪いことをしたら罰を受けるということは、私にも理解ができます。でも、立ち直ろうと決意した人を受け入れるということに対しては、その犯罪で苦しんだり、悲しんだりした被害者の人達にとっては、どうなんだろうと思ってしまいました。
　私は、刑務所の中に入っていたことがある人を知りません。そこで、図書館に行って、刑務所のことについて書いた本はありませんかと図書館の人に尋ねることにしました。すると、図書館の人から、こんな本がありますよと紹介してもらった本の中に、動物好きな私にぴったりな「刑務所で盲導犬を育てる」という本があり、これを借りて読んでみることにしました。
　この本は、島根あさひ社会復帰促進センターという刑務所で将来、盲導犬になる子犬達を受刑者である訓練生に託して育てる様子が書かれている本です。担当する犬が体調を崩すと、寝る間をおしんで看病したりもしているエピソードが紹介されています。また、盲導犬は、目の不自由な人にとって目となる立場にあるので、刑務所の中だけではなく、いろんな場所を体験させなければならないので、週末は、「ウィークエンド・パピーウォーカー」と呼ばれる地域のボランティア家庭に犬を預かってもらうことになるそうです。そのボランティアの人と犬の様子についてメッセージを交換することで、訓練生とボランティアの人との交流がなされている様子が紹介されたりしています。さらに「受刑者には生きる望みを、地域住民には生きがいを」というキャッチフレーズのもと、受刑者と文通がしたいという提案まで出てきて、文通を通じて地域住民と受刑者との心の交流がなされていることが紹介されています。
　私が、この本の中で、一番感動したのは、訓練生から、
「犯罪者は、犯罪者であり、変わることはできないと思いますか？」
との手紙に対して、地域の人から
「人生が自分の描いた絵なら、上から塗り直せばいい。そして、立派な絵を上に描けばいい。」
と返事がきて、最後の手紙の交換では、訓練生から、決して再犯はしない、社会復帰という未来の人生を歩きます、と書かれてあり、地域の人から、
「親を連れて島根に遊びに来てください。温泉もあるし、海の幸も山の幸もあるから。」
というエピソードが紹介されているところです。地域の人の思いやりが、心を動かしているところです。
　私は、この本を読んで社会を明るくする運動というのは、こういうことかと思いました。地域とのつながりという点では、私も小学校の合唱部に入っていて老人施設などで歌をひろうしたりしています。老人施設のお年寄りから、
「素晴らしい歌をありがとうね。」
「孫がすぐそばにいる感じがするよ。」
と泣きながら握手してもらえ、施設に入っているお年寄りの役に立てたと思い、私も泣きそうになりました。私の体験とは話が違いますが、地域と施設との交流はとても大切という点では同じだと思いました。
　そして、もしかしたら、いつかは被害者の人達も刑務所に入っている人達を許してあげようという気持ちになってもらえるのではないかと思いました。なぜなら、本で紹介された人のように、自分自身で決して再犯はしないという気持ちになってもらえば、新しく被害を受ける人もいなくなるからです。それは、被害者の人も望んでいることだと思うからです。交流することで心の輪が広がればいいなあと思いました。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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